
２０２０年３月６日 

ご入院中の方、 

ご面会にお越しの方へ 

社会医療法人祥和会 

脳神経センター大田記念病院 

院長 郡山 達男 
 

入院患者さんへの面会禁止のお知らせ 
新型コロナウイルス流行に伴い、 

どなたさまも病室に入ることはできません。 

 
当院では、新型コロナウイルス感染者等から患者さんを守るため、入院患者さんへの「ご面会」

「お見舞い」について、２０２０年３月６日（金）から当面の間、面会はお断りさせていただいております。

院内の感染対策にご理解・ご協力をお願い致します。 

患者さんの命にかかわることですので、ご理解とご協力を賜りますよう、お願いを申し上げます。 
 

記 
 

①入院棟・リハビリ棟にあるすべての病棟で、入院患者さんへ

の面会禁止とさせていただきます。 
 

②次の場合、病棟にお入りいただくことがあります。 
 

(1)手術等でご家族・ご関係者の付き添い・面会が必要である、と医師が判断した場合。 

(2)患者さんの病状により、ご家族・ご関係者の付き添い・面会が必要であると、医師が判断した

場合。 

(3)医師が入院患者さんについて、ご家族・ご関係者に病状説明・治療方針を説明する場合。 
 

(1)(2)(3)の場合、担当の職員よりご家族・ご関係者に電話にて連絡いたします。 

自宅よりマスクを着用のうえ、病棟に立ち入る前に、消毒薬(アルコール)等での手指衛生を必

ずしてください。 

ただし、来院前に発熱（37.5℃以上）、呼吸器症状、鼻水、下痢、頭痛、関節痛などがある場

合は、来院をご遠慮ください。 

各階スタッフステーションまで進まれましたら、病院から連絡があった旨、お申し出ください。 

なお、指示があるまでスタッフステーションの前でお待ちください。病室へ立ち入らないでくだ

さい。 
 

ご注意ください！ 来館者全員「入館登録」が必要になりました 
■月～土曜日の８時～１７時半は、感染防止のため、病院への入口を「外来棟正面玄

関」１ヵ所にし、入院棟・リハビリ棟・検査棟の玄関は閉鎖されています。ご来院の際は、

「外来棟玄関」へお越しになり、ご用件をお伝えのうえ、入館登録をしてください。 

■上記以外の夜間帯は、入院棟玄関のインターフォンで、ご用件をお伝えください。 



 

③患者さんにお渡しになりたい荷物・文書等がある場合、洗濯

物等をお引き取りにいらっしゃった場合。 
 

各病棟のスタッフステーション・受付カウンターへお越しになり、お申し出ください。お取り次ぎい

たします。 
 

（１） お荷物・文書・洗濯物などのお取次ぎ受付時間 

 

毎日１４：００ ～ １７：００ 
 

（２） 玄関から病棟までの流れ 
 

現在、入館者を把握し、体温検査を行う必要があるため、病院への入口を絞っています。

入院棟やリハビリ棟へ自由に入ることはできません。 
 

月～土曜日の入口 日曜・祝日の入口 

外来棟正面玄関のみ開放 入院棟玄関・第１駐車場玄関のみ開放 
 

➊外来棟正面玄関の「入館受付」へ行き、荷物を持

ってきた旨を知らせてください。 
 

➋「検温」をします。 
 

➌名簿にお名前を記入してください。 
 

➍入館証を渡します。 
 

➎外来棟のエレベーターで３階へここから、入院

棟、リハビリ棟へ進み、病棟へ移動してください。  
 

➏各病棟スタッフステーションで荷物の受け渡しをし

ます。 
 

➐来たルートを逆に進み、外来棟玄関で、入館証を

返して、お帰りください。 

 

➊「入院棟玄関」「第１駐車場玄関」から入り、入院

棟のエレベーターに乗り、「３階受付」へお越しくだ

さい。 
 

➋「検温」をします。 
 

➌名簿にお名前を記入してください。 
 

➏「入館証」を渡します。 
 

➐再度、エレベーターに乗り、４・５・６階の各階病棟

のスタッフステーションで荷物の受け渡しをしま

す。 
 

「救急病床」「ＳＣＵ病棟」「回復期リハビリテーショ

ン病棟」の方は、３階救急受付で荷物の受け渡し

をします。 
 

➑4・5・6 階からお帰りの時は、３階受付に立ち寄り、

「入館証」を返してからお帰りください。 

 
 

マスクを持参し、着用、病棟に立ち入る前に、消毒薬(アルコール)等での手指衛生を必ずし

てください。 
 

病室への入室はできません。御用がお済みになりましたら、速やかにお帰りください。 
 

ご帰宅時、改めて消毒薬(アルコール)等での手指衛生を、お願いします。 
 

 

 

 

 

 

※なお、この文書は、２０２０年３月５日午後５時 現在のものです。今後、状況によっては、対応を変更させていただく可能性があります。 

 

 


